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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成28年5月19日(2016.5.19)

【公開番号】特開2015-82160(P2015-82160A)
【公開日】平成27年4月27日(2015.4.27)
【年通号数】公開・登録公報2015-028
【出願番号】特願2013-218961(P2013-218961)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｑ  30/06     (2012.01)
   Ｇ０７Ｇ   1/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｑ   30/06     ２１０　
   Ｇ０７Ｇ    1/14     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月25日(2016.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　送信するデータを記憶する記憶領域の生成を指示するコマンドを送信する通信部を有す
るデータ供給装置と、
　前記データ供給装置の前記通信部で送信された前記コマンドを受信するデータ通信部、
前記コマンドに基づいて前記データ供給装置から送信される前記データを記憶する前記記
憶領域を生成するデータ制御部、前記記憶領域が生成される記憶部、及び前記記憶領域に
記憶される前記データを送信する送信部を有する送信装置と、
　を備えることを特徴とする送信システム。
【請求項２】
　前記送信装置で送信された前記データを受信する送受信部、及び前記送受信部で受信さ
れた前記データを処理する処理部を有する受信装置を備え、
　前記記憶領域は、前記記憶領域を識別する識別情報を有し、
　前記受信装置は、前記識別情報を有する前記記憶領域と対応付けられる請求項１に記載
の送信システム。
【請求項３】
　前記データ供給装置は、前記データ供給装置に付与される固有情報を記憶する記憶部を
有し、
　前記コマンドは、前記固有情報を有する請求項１または２に記載の送信システム。
【請求項４】
　前記受信装置は、前記処理部で前記データを処理した後、前記送受信部は、前記データ
を処理した結果を前記識別情報で前記記憶領域を指定して、前記送信装置の前記記憶領域
に送信する請求項２または３に記載の送信システム。
【請求項５】
　前記データを処理した結果を送信した時、前記識別情報を有する前記記憶領域が前記送
信装置の前記記憶部に記憶されていない場合、
　前記受信装置は、前記識別情報を有する前記記憶領域を前記記憶部に生成する第２のコ
マンドを前記送信装置に送信する請求項４に記載の送信システム。
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【請求項６】
　前記コマンドに基づいて前記記憶領域が生成された後、
　前記データ供給装置は、前記記憶領域の前記識別情報で前記記憶領域を指定して前記デ
ータを送信する請求項２乃至５のいずれか１項に記載の送信システム。
【請求項７】
　データ供給装置の通信部により送信されたコマンドを受信するデータ通信部と、
　前記コマンドに基づいて前記データ供給装置から送信される前記データを記憶する記憶
領域を生成するデータ制御部と、
　前記記憶領域が生成される記憶部と、
　前記記憶領域に記憶される前記データを送信する送信部と、
　を有することを特徴とする送信装置。
【請求項８】
　前記記憶領域は、前記記憶領域を識別する識別情報を有し、
　前記データ制御部は、前記送信装置で送信された前記データを受信する送受信部、及び
前記送受信部で受信された前記データを処理する処理部を有する受信装置を、前記識別情
報を有する前記記憶領域と対応付けて記憶する請求項７に記載の送信装置。
【請求項９】
　前記データ通信部は、前記データ供給装置から、当該データ供給装置に付与される固有
情報を有する前記コマンドを受信する請求項７または８に記載の送信装置。
【請求項１０】
　前記データ制御部は、前記受信装置から、前記識別情報で前記記憶領域を指定された前
記処理部で前記データを処理した結果を受信し、当該結果を前記記憶部の指定された前記
記憶領域に記憶する請求項８または９に記載の送信装置。
【請求項１１】
　前記データ制御部は、前記受信装置から、前記識別情報を有する前記記憶領域を前記記
憶部に生成する第２のコマンドを受信した場合、前記記憶部に前記識別情報を有する前記
記憶領域を生成する請求項１０に記載の送信装置。
【請求項１２】
　前記コマンドに基づいて前記記憶領域が生成された後、
　前記データ制御部は、前記データ供給装置から、前記記憶領域の前記識別情報で前記記
憶領域を指定した前記データを受信する請求項８乃至１１のいずれか１項に記載の送信装
置。
【請求項１３】
　データを記憶する記憶領域を記憶部に生成するコマンドを受信し、
　前記コマンドに基づいて前記記憶部に前記記憶領域を生成し、
　前記コマンドを送信した装置から前記データを受信したとき、前記記憶領域に前記デー
タを記憶し、
　記憶された前記データを前記記憶領域に対応付けられた受信装置に送信することを特徴
とするデータ送信方法。
【請求項１４】
　前記記憶領域は、前記記憶領域を識別する識別情報を有し、
　前記送信装置で送信された前記データを受信する送受信部、及び前記送受信部で受信さ
れた前記データを処理する処理部を有する受信装置を、前記識別情報を有する前記記憶領
域と対応付けて記憶する請求項１３に記載のデータ送信方法。
【請求項１５】
　前記コマンドは、前記データを供給する装置に付与される固有情報を有する請求項１３
または１４に記載のデータ送信方法。
【請求項１６】
　前記受信装置から、前記識別情報で前記記憶領域を指定された前記処理部で前記データ
を処理した結果を受信し、当該結果を前記記憶部の指定された前記記憶領域に記憶する請
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求項１４または１５に記載のデータ送信方法。
【請求項１７】
　前記受信装置から、前記識別情報を有する前記記憶領域を前記記憶部に生成する第２の
コマンドを受信した場合、前記記憶部に前記識別情報を有する前記記憶領域を生成する請
求項１６に記載のデータ送信方法。
【請求項１８】
　前記コマンドに基づいて前記記憶領域が生成された後、
　前記記憶領域の前記識別情報で前記記憶領域を指定した前記データを受信する請求項１
４乃至１７のいずれか１項に記載のデータ送信方法。


	header
	written-amendment

